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WB 1:500-1:2000,IHC 1:200-1:1000,ICC 1:200-1:1000,ELISA 1:5000-1:20000,FC 1:200-1:400
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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、インターロイキン6（IL6）、毛様体神経栄養因子（CNTF）、白血病阻害因子（LIF）、オンコスタチンM（OSM）など、多くのサイトカインに共通するシグナル伝達物質です。このタンパク質はサイトカイン受容体複合体の一部として機能します。このタンパク質の活性化は、サイトカインがその受容体に結合することに依存します。IL6に関連し、カポジ肉腫関連ヘルペスウイルスによってコードされるタンパク質vIL6は、インターロイキン6受容体（IL6R）を迂回してこのタンパク質を直接活性化することができます。マウスを用いたノックアウト研究では、この遺伝子が心筋細胞のアポトーシス制御に重要な役割を果たすことが示唆されています。選択的スプライシングを受けた転写産物バリアントが報告されています。関連する偽遺伝子が17番染色体上に同定されています。[RefSeq提供、2014年5月]
	研究分野
	Jak-STATシグナル伝達経路
	画像データ
	

	黒線：コントロール抗原（100 ng）；紫線：抗原（10 ng）；青線：抗原（50 ng）；赤線：抗原（100 ng）
	

	COS7（1）細胞溶解物に対するCD130マウスmAbを用いたウエスタンブロット解析。
	

	CD130マウスmAb（緑）を用いたHela細胞の免疫蛍光染色。青：DRAQ5蛍光DNA色素。赤：Alexa Fluor-555ファロイジンで標識されたアクチンフィラメント。
	

	CD130 マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (赤) を使用した HL-60 細胞のフローサイトメトリー分析。
	

	DAB 染色による CD130 マウス mAb を使用したパラフィン包埋ヒト子宮頸癌組織の免疫組織化学分析。

